第三回白山神駈道荒行走破

（逆駈け）
　　　
	2008年9月14日午前１時、岐阜県石徹白登山口を11人で出発、美濃禅定道を登り

８人が白山主峰御前ヶ峰（2702ｍ）を越え、加賀禅定道を下ってその日の内に石川県一里野温泉祓谷登山口に到着

白山連峰南北37ｋｍの神（加美）駈道を

一日で走破する荒行を成就した


	参加者感想文　　


白山神駈道登山文化振興会

Ｅメール：ren24j@hotmail.co.jp 

★　Ｋ・利幸
新聞記事で荒行走破のことを知って参加をしましたが、私は南竜でリタイアしました。
合計３７キロということでトレーニングがてら、２週間前に釈迦新道～砂防新道に行った所、足を痛めました。
しばらくして足も治り体調も整えチャレンジしました。初めて登る石徹白道、もうワクワクし総勢１１名で午前１時に出発天候、気温、ちょうどいい、とても快調、かなりハイペースで銚子ヶ峰につきました。月明かりが山並を照らしとても幻想的。初めての夜間登山、もう最高でした。
銚子~三ノ峰はアップダウンがあり草木に露が付き足元が濡れ標高が上がるに連れ気温も下がり足の痛みが再発！別山からの下りでもう限界。リタイアを決意しました。
主催者様が市ノ瀬にリタイア車を用意してくれていましたのでその車で送ってもらいました。本当に悔しくてたまりませんでした。
その後１ヵ月程治療し、だいぶん良くなりました。
現在は縁もあり西嶋さんの山岳会に入会し、沢山の山仲間と出会いいろんな技術を学ぶ機会が増えました。
来年はレベルアップし神駈に参加します。

★　Ｋ・祐子

　私達石川県人がこよなく愛する霊峰白山には素晴しい登山道が沢山あります。その中に、岐阜県石徹白から主峰御前峰目指した美濃禅定道と、石川県祓谷口から目指した加賀禅定道があり、これを繋いで、白山神駈道と名付け、一昼夜通して走破しましょうと言う企画が三年前から、西嶋氏により企画実行されております。

　昨年の石川県側から（完歩済）、今年の岐阜県側からのコースに懲りもせず参加しました。

　私は、詳しい歴史的な事は何もわかりませんし、不勉強ですが、無になって目的に向かい、昔からの古の登山道を無事に歩けた事に感無量の思い出です。

　暗い闇の中ではランプ頼りに足元に気をつけ、ひたすら歩くのですが、朝が明けて来る頃の三の峰辺りより見た山々の静けさ、神々しさに不思議な力をもらい主峰を目指しました。室堂から主峰にかけては、大勢の登山客で賑わっていましたが、

加賀禅定道に踏み入ると、行き交う登山者もなく、本当に静寂な世界でした。

自然豊かで魅力的なこのコースですが、荒廃が進んでおり、いろんな意味で少々気がかりで複雑な思いで歩いてきました。

　最近の登山の傾向として、楽して頂上を極めるコースが人気を呼んでいるようですが、労を惜しまないで得られる達成感をもっともっと味わって欲しいと思う意味からも、この魅力的な白山神駈道の企画に参加、走破され、一人でも多くの人に、この登山道の良さと、持つ意味の良さを知っていただければと思っています。

　私自身、これで二度参加、来年からはもういいかと思う気持ちと、体力、気力のある間は挑戦してもいいかなぁ～とも思っています。

それくらい魅力のある企画、コースでした。全てに感謝、感謝です。

 
★　Ｋ・健滋

１、深夜の登山

深夜の登山は私にとって始めての体験でした。まっくらな中を進むのはどんな感じかな？と思っていましたが、いざやってみると月は出ているし、やまの端も見えるし、町の明かりや星空などなど風景をみることができました。そして、痙攣を起こしながら体感できた夜明けや、別山を前にしての早朝の太陽の輝きはすばらしいものでした。

２、2つの禅定道を一日で踏破すること

30代のころは簡易地図に書かれている所要時間の半分で歩くことが出来ない場合などは自戒の気持ちをもってしまっていました。どちらかと言うと山はトレーニングの場所でした。砂防新道で黒ぼこ岩まで1時間30分が私のベストタイムです。でも高校教諭のＫ・Ｋさんは　1時間30分あれば頂上まで行く　とか聞いてからはこの話をしないようになりました。最近は登山というより、登山そのものが自然観察会という感覚で山に登っています。しかし、心のどこかにガンガン登ることへのこだわりがあることも事実のようで、早川先生のホームページを時々拝見したりしています。

やはり、ふらふらになりながらも2つの禅定道を一気に渡るこの企画はとても魅力的です。今回参加してみて、さらにそのように思うようになりました。これから紅葉の秋です。熊との遭遇におびえながら、来年にむけていろいろ長距離を歩いてみます。

３、達成したものだけが持てる達成感

どんなことにもチャレンジして、さらに達成したものにしか実感できない達成感があると思います。今回、あまり準備もしないままに、なんとかなるかなと思いながらチャレンジし、そして途中棄権してしまいましたが、それでも石徹白から御前峰まで10時間程度で踏破したことは誇れます。来年はこれ以上の達成感を味わいたいものです。

· Ｆ・ジョアンナ　

コースタイム：石徹白　１：００　→　　一里野　１６:00

前夜に石徹白大杉駐車場で泊まって，１１時半頃に起きて準備しました．私は寝不足，寒さと緊張の影響で凄くお腹が痛かったですが，そこで中止するわけにはいけませんでしたので，登り始めました。前半と後半は全く違いました：前半は自然に４人のグループになって，話しながら月光で登りました．月の入りは初めて見ました：月はお日様のようにきれいに赤くなってから無くなります．別山でご来光を見たかったですが間に合いませんでした．４人の内二人は筋肉の痛みを感じ始めましたので、そこで二つのグループに分けて進みました．私はＳさんと二人で楽しく頂上まで進みました．ゆっくり休んだ後Ｓさんは石徹白に帰りましたので後半は一人になりました．精神的にきつかったです．風景はきれいでしたがお腹の痛みも消えず，初めて通る道でしたのでどんどん不安な気持ちを強く感じました．“禅定道”の意味がちょっと分かってきた気がします．

追加感想：

上記の感想は神駈け終わってすぐに書いた感想ですが今ごろになると少し追加したいことが有ります：

神駈けを知ったのは６月に白山フウロ山岳会に入会した時，西嶋会長に紹介していただきました．その時は登山を始めたばっかりで自分の能力を確かめたい時代でしたので，体力勝負として申し込みしました．

ところが大会の計画書など見て，“禅定道”・“荒行”等初めて見た言葉が出てきて，少し調べたら神駈けは普通の大会じゃ無くて，“荒行”を考慮するようになりました．

その通り，神駈けはただの大会ではありませんでした：皆はあまり競争せずに同じ目的を持って頑張りました．体力より精神力は必要でした．

神駈けを切っ掛けとして白山，白山信仰について色々調べ始めて，私の登山に対する気持ちを見直すことが出来ましたのでとてもよかったと思います．

是非また参加したいと思っていますが市外，県外，（ひょっとすると海外）の人にも白山の素晴らしさを知ってもらうようにスタッフとしての参加も考えています．

★　Ｓ・新次郎
昨日の神駈では大変お世話になりました。本当にいい経験になりました。今日は自宅に帰っているので、プライベートなアドレスから連絡させていただいております。その後みなさん無事完走されたでしょうか。

帰りは孤独な旅で、行きの貯金を使いつつ、暗闇と競争しながらようやくスタート地点に戻ることができました。行きはみなさんとご同行できたことが大きな支えになっていたことが感じられました。油坂の登りも三の峰、銚子ケ峰への登りも本当にきつかったです。三の峰も神鳩小屋も無人、別山から先はだれにも会わず、本当に無事着けるか不安でした。急な下りでは膝が痛くて、ストックにすがっての下り。小さなつまずきも多くなってきて、体力の限界を感じる復路でした。

でもこのような機会を作ってくださったおかげで本当によい経験となりました。ジョアンナさんに引っ張られるように着いていきましたが、きっと私の体力を超えていて、ぼろぼろの復路となったのは明らかです。ろくなトレーニングもしてませんでしたし。また個人的に撮影したデータなどはまとめて後日送らさせていただきます。とりあえず、お礼を申し上げます。 

· Ｔ・まゆみ
深夜１時発で私の到着が２１時近くということもあり中秋の名月から丸一日の空模様を見る正に荒行となりました。
　美濃禅定道「いとしろ大杉」より室堂までは初めて歩くコースもあり景色を楽しむ余裕がありました。が、加賀禅定道では四塚山から清浄ヶ原の雄大な景色に感動しながらも、先は長く感じられ、特に暗くなった「檜新宮参道コース」では、ホトホト疲れはて、めげそうになりました。最初に到着の方から、ずいぶん遅れての到着だったが、私にとっては目一杯の気力と体力。年齢と共に衰える体力維持は今後の課題となりました～
　神駈荒行参加して、
今までは、だた頂上をめざす白山登山でしたが、今回は信仰の山としての白山を実感する事ができました。

★　Ｎ・厚子
参加の案内をもらったとき、本当に歩けるか不安な気持ちと、歩いてみたい気持ちとで心が揺れ動いた。第二回順駈け（一里野から石徹白）を歩いたこともあり、今年の第三回逆駈け（石徹白から一里野）を歩き神駈道をぜひ達成したいと思っていたから・・・
いつも一緒に山をあるいている神田さんも参加すると聞き、心強く思い参加することを決めた。日頃は年齢のことは気にならないのだか、参加者の年齢を知ったとき、自分の子供のような若い人達と歩くのだと思ったらまたまた不安な気持ちになったが、普段の山歩きのペースで歩けばいいのだと前向きに考えるようにした。
常識では考えられないような山行だが、脳からはホルモンの分泌が盛んになり、気持は気合が入るのか説明できないが不思議と歩けた。
登山口までのアクセス、宿泊の心配もなく参加でき有り難く思っています。感謝、感謝。
来年は裏方として参加したいと思っています。
· Ｎ・錬太郎　

神駈けを始めるに当って白山禅定道の歴史、日本の山岳修験登山の歴史、西洋アルピニズム登山の歴史などを改めて勉強しなおし、金沢在住の真言宗阿闍梨（あじゃり）玉作師を訪ねて教えも頂いた。白山ひめ神社に神駈道呼称使用の承諾も得た。

第一回（逆駈け）は自宅から医王山を一周して自宅に戻る40ｋｍの強歩や別山までの千振尾根強歩で備えた。それでも完走できる自信は無かったが、大雨の中、暗がりの中、最後は道が見えなくなり何度も転びながらだが何とか20時間内に歩くことが出来た。

（山岳文化学会機関誌7号に第一回の行動報告、8号に神駈道資料を掲載、全国に紹介）

第二回（順駈け）は出発高度が300ｍも低くより厳しかったがこれも歩くことが出来た。

これで逆駈け・順駈けともに何とか荒行走破可能ということが実証できたので、いよいよもっと広く呼びかけようと思う。

しかし自分がまたあの厳しい登山を行うのかと思うとしんどくて、また取り組みも大変なので腰が坐らず、やっと実施2ヶ月前になってやると決心し要綱を作り、募集を始めた。

掲載が間に合ったのは北国新聞、日本山岳会機関誌、労山機関誌、地平線会議通信、手作りマラソン大会ネット。問い合わせはそれなりにあったが参加者は私を含めて11名、内１人は石徹白頂上往復の方であった。万一のヘリ要請もありうるので石川県警山岳救助隊にも計画書を出し、参加者各自で保険もかけていただいて実施。

一泊２日でフォローしてくれる方が仕事で駄目になり、やむを得ず私がアンカー役になっての第三回目。常に最後尾について歩いたが、結果としてトレ不足のお年の私にとってはその方がよかった。食料、水、雨具など全て担いでの走破、１０名中、８名完走。あくまでも登山であって、エイド付き空荷のスピ－ド競技ではない。それでも速い人は１５時間。第一回（逆駈け）１９時間は全員そろっての行動、今回は小屋で必ず１０分休むという制約のみで後は各自のペースで歩いて良いということなので比較は出来ないが大したものである。

Ｋａさん、Ｋｉさんは来年のリベンジ誓って今から励んでいる。来年の第四回（順駈け）もやらないわけにはいかないだろう。日から言えば９月１９～２３日の５連休しかない。今度こそ、もっと早く要綱をつくり広く募集したい。そして私は世話係りになろう。

この前、日本的な冒険家グループの元締め江本嘉伸氏にお会いしたとき「来年こそ来てくださいよ、江本さんが参加するなら私ももう一度歩くかな～」なんてうっかり口走ってしまった。

その気があるみたいな口ぶりだったから来るかも、来たら連続四回の参加、「う～、しんどそう」。

協力してくださった白山会の方、白山フウロ山岳会の方とりわけＭａさんにはお世話になりました。ありがとうございます。Ｍｕさん、奥さん無事出産終えられたでしようか。
· Ｈ・晃

少しだけ修験者の如く

第1回の神駈では荒天の中を突き進み、自然の厳しさを思い知った。今回は天気もいいので暑ささえ気をつけなければ思っていたがそんなに甘くはなかった。なぜか三ノ峰を越えた辺りから息苦しさを感じたが神駈はその日のうちに石徹白登山口からハライ谷登山口まで走破しなければ荒行として認められないからペースを落とすわけにはいかないと思った。1分間で７～８ｍの高度を登るペースを守ろうとするが別山を過ぎた辺りから足が重いばかりか息苦しくなって、ついには1分間６ｍのペースに落ちてしまった。南竜では水分を充分に摂り、できるだけ食べて室堂へ向かう。室堂では食欲はすでになかったがやはり食べなければと思い、持ってきた食糧を無理やり口に放り込んだ。何を食べれば回復するのかと思いつつ、川村氏から差し入れの栄養剤思い出し、最後の2服を一気に飲む。

室堂は神駈のやや半分、この先もっとペースが落ちる可能性、ここから先はまだまだ長く体力が持つのか、ここでリタイヤすべきでないかと悩んだ。しかし、苦しくても一歩々々、歩けばいつかゴールできるはずと心を切り替えて頂上に向かうことにした。やはり苦しい頂上への登りとなった。頂上では食糧と水を摂るだけで感激はなく単なる通過点に過ぎず、お池めぐりもする元気もなく六地蔵に向かった。これまでに何回となく大汝峰に登ったがこんなに長く遠く感じたのは初めてだ。大汝峰の小屋に着いたときは喋ることも立ち上がることも気が重かった。でも、ここまで来たらハライ谷に降りるしかなかった。四塚山が遥か彼方に見えた。とにかく一歩々々と自分に言い聞かせ歩いた。

天池の辺りからは体力も徐々に回復してハライ谷登山口に20時43分下山。今回の神駈はバテた自分との戦い、素晴らしい経験をさせていただきました。

心強いサポートありがとうございました。

追伸　ワッペンありがとうございました。

これまでにヒマラヤ協会から何枚かいただいたのですが付けたことはありませんでした。しかし、今回頂いたワッペンはザックに張り付けば神駈を少しでも知ってもらえるのではと思いました。貼り付けると自慢気に見えますがそのようなことを思わず、神駈の宣伝優先を考えました。来年実施されるときは走破された方の希望者に有料でお渡しするということはいかがでしょうか？ワッペンをつけている方に山で出会うと親しみを感じます。

· Ｍ・宗晴

こんにちは。
 私も妻も以前、白山室堂でアルパイトをしており、 関係各位の協力のもと、昨年白山室堂、横の 白山奥宮で結婚式を挙げました。 今年１１月に第一子が誕生する予定で、今回は 安産祈願と白山の神様に感謝する思いで荒行に参加 しました。
 荒行走破して、なおさら白山が好きになりました。 また、白山を愛する人達と交流でき、とても 充実していました。 今回は特に、西嶋さんのサポートがあり、 最後まで走破できたと思います。 本当にありがとうございました。 西嶋さんは昨日、何時頃到着されたのですか？ 参加者の感想など聞けたら幸いかと思います。
★　Ｙ・仁
　待ちに待った白山神駆道。と言いたいところだが、左足の付け根の筋を痛めてしまい、少々不安が残ったままの出発となった。

　トイレに行っている間に、ほとんどの人が出発していた。きっちり、1:00に石徹白の登山口を出発できたが、石徹白の大杉（特別天然記念物）を確認しないままの出発となってしまった。本格的な夜間山行は初めてであったが、当日はなんと十五夜。「中秋の名月」に照らされながらの夜の山行は気持ちよいものであった。

　ほどなく先頭集団の４人グループが形成されたが、石徹白から参加のＳさんが引っ張る時は、猛烈に早いスピードで、ついていくのがやっとの状況であった（神鳩ノ宮避難小屋から銚子ヶ峰まで標準タイム1:30のところ、0:29）。

　一ノ峰から三ノ峰まで夜露に濡れたチシマザサの中を歩いていると、靴の中までぐしょぐしょ。結局この後、南竜山荘まで気持ち悪いまま歩くことになってしまった。それでも、夜明け間近の満月が赤く消え落ちていく様子は、実にきれいで心が癒された。5:00頃、遠く御前峰下方で明かりがちらちら点滅していた。別山手前付近で日の出時刻を迎えたが、雲と別山に阻まれ、日の出は拝めなかった。

　別山でＳさんとＪが先に行き（Ｊは駆け下りていった！）、私とＫさんが一緒に歩く形となった。Ｋさんは、足の古傷がだんだん痛み出して、下りを歩き辛そうにしていたが、遂に何か決断したように、私に先に行くように促したことから、私は以降ゴールまで一人旅となってしまった（Ｋさんは結局、南竜山荘にてリタイア。来年に雪辱を期している模様）。

　室堂には予定より早く9:00に到着してしまい、サポートのＭさん、Ｓさん、Ｋさんは、やはりまだいなかった。御前峰をひいひい言いながら登っていたところ、周りの人たちが騒いでいたと思ったら、室堂平付近のハイマツ帯からおおきなクマが一頭出てきているのが眼下に見えた。こんなところにもクマが出没するのかと思うとゾッとした。大汝峰の避難小屋にいた白山会の人たちに熊を見たことを話したところ、後から来た人たちに次々と熊の話をした様子であったが、ゴールした人の話をよくよく聞いてみると伝言ゲームよろしく、話がだんだんとずれていったようだ。
足の付け根がいつ爆発するか心配していたが、それでも七倉の辻までは、快調にタイムを刻んでいけた。しかし、以降バテがきてしまい、次第に足が言うことをきかない状態になっていった。

　四塚山、油池と通過し、尾添尾根に入った。ここからが加賀禅定道のハイライト。尾根の斜面に広がる草原を眼下に、山腹の道を天池へと向かう。天気は快晴で遠くには百四丈滝が見えた。疲労感が増してきたせいか、天池までは思ったより時間がかかってしまった。百四丈滝の展望台までチシマザサの大草原が延々と続いており、静寂さと相まって、ここだけ時間が止まっているかのような錯覚を覚えた。展望台では百四丈滝がはっきりと見えたが、今春のフウロ会山行では、どのようにして滝まで行ったのだろうか。

　美女坂に差し掛かり、慎重に大きな段差を下りていった。もし、来年も神駆けに参加した場合、この坂道を登ることになることになるのかぁ・・・ハァ。

　奥長倉避難小屋に14:00過ぎに到着した。疲れていたがこのまま行けば日が落ちるまでにはゴールできそうだ。15:00頃、単独行の人とすれ違う。おそらく奥長倉避難小屋で静かな夜を楽しむのであろう。そういえば、ここまでの加賀禅定道で４、５人の登山者とすれ違った（いずれも単独）。案外、人気のあるコースなのかもしれない。

　ヤバイ、睡眠不足による疲労感も出始めてきたようだ。木の根っこがヘビに見えてきた・・・トホホ。

　しかり場分岐を右折し、檜新宮参道を進む。大乗寺御仏供水は、意外と分岐より先にあった。左手に下りていく道を100ｍほど進むが、案内板がなかったことと疲労感から引き返した。この後、案内板は出てきたが、何とかなるであろうと、当初給水予定の御仏供水をパスしてしまったことから、後で渇水地獄を味わう羽目になった。水無し八丁尾根道とはよくいったもので、だらだらと続くつづら折りの下りは、水不足、体力不足の足にはきつかった。

　目標到着時刻には少し及ばなかったものの、17:40にログハウス受付に到着した。前半は調子よく歩けたが、後半は思うように足が動かず、体力不足を痛感した山行であった。ともあれ、無事に完走できたこと自体はうれしいものであり、長距離を走破したという達成感はあったが、それよりも歴史ある美濃禅定道、加賀禅定道を思う存分味わえたという満足感の方が大きかった。
